
「文化財保護 国際会議 龍門石窟 と関野貞」に参加 して

渡辺 健哉

は じめに

2013年8月28日 、厳 しい残暑 のなか、法政 大学市 ヶ谷 キャンパス において 「世界遺

産に向きあい価値 の共有 を夢見た男 関野貞 プロジェク ト 文化財保護 国際会議 龍 門

石窟 と関野貞」 が行 われた。 この 「関野貞 プ ロジェク ト」発足の経緯は東京 大学東洋文

化研 究所 のサイ トよ り 「データベ ース」→ 「関野貞大陸調査 と現在 」→ 「プロジェク ト

立ち上げの経緯」 に詳 しい。 これ に よる と、人 間文化研究機構 の 「日本 関連在外資料調

査研 究事業」 のサ ブプ ロジェク トとして 「近代 日本文化財保護 政策関係在外資料 の調査

と研 究」 が立 ち上 げ られ、そ こで東京大学 の東洋文化研 究所 と工学系研究科建築学専攻

に保存 され てい る戦前の 中国調査 の古写真やガ ラス乾板 の整 理 を開始 し、特 に関野貞 に

スポ ッ トをあて、 関連資料 の整理 と研究 を行 ってい る とのことであ る。す でにこのプロ

ジェク トで は、 「文化財保護 と石碑 の世界」(東 京大学 、2011年1月25日)、 「関野貞資

料 と墳墓 の世界」(東 京大学、2011年3月2日)、 「関野貞資料 と都城 の世界」(2011年

4月20日)と 題す る学術シ ンポジ ウムを これ まで に行 っていて、本会議 もそ の一環 と し

て開催 された。

本稿 ではこの会議 の模様 を紹介 しつつ、併せて古写真 の資料 的価値 につ いても述べて

みたい。 ところで、本誌 は タイ トル に 「13、14世 紀」を冠 している。それ にもかかわ ら

ず本稿 を執筆 したのは、その時代 の現存す る石刻資料や文書を扱 うにあたって、前世紀

初めに撮影 された写真 も有益 な資料 にな り得 る と考 えるか らであ る。 また、報告 内容 に

ついては出版す る計画がある とのこ となので、特 に後半 の「関野貞 関係者の資料 と現状」

に比重 を置いて紹介す る。以上 の二点 について、あ らか じめお 断 りしてお く。

報告について

【龍 門石窟院 による報告 】

午前9時30分 、会議 開始。総合司会は塩沢裕仁(法 政大学文学部)が 務 めた。 は じ

めに開会挨拶 を本プ ロジェク トの代表で ある平勢隆郎(東 京 大学東洋文化研究所)が 行

った。

以 下、龍門か ら参加 した中国人研 究者 の報告 内容 を簡単 に紹介 してい く。

李 随森 ・趙虎龍(龍 門石窟研究 院、通訳 は東海大学 の吉田章人氏)「 龍 門石窟"世 界文

化遺産 の至宝 帝室石刻藝術 の典範"」:本 来参加すべ き李氏 が都合 によ り欠席 したため

趙氏単独の報告で、龍 門石窟 の概 況 を紹介す るものであった。

焦建輝(龍 門石窟研究院 、通訳 は東京大学の海 老根 量介 氏)「 龍 門石窟百年 の変遷一
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関野貞教授 が撮影 した写真 を例 として」:ま ず龍 門石窟 につ いて略述 し、次 に唐 か ら宋 に

至るまでの詩 文に龍 門が どの よ うに読 み込 まれ てきた のか を紹介 した。 そ して 『支那文

化史蹟』掲載 の写真 をス ク リー ンに提示 しなが ら、現況 を述べ ていった。

李暁霞(龍 門石窟研究院、通訳 は東洋文庫 の宇都宮美生氏)「 魏唐 の宮廷 内職 と龍門石

窟 の仏教文化一 龍 門石窟 の宙官 開窟造像遺　か ら」:本 報告は宙官が石窟造営 に どの よ

うに関わったのかを、題記 か ら考察す るものであった。そ の動機 として、仏教信仰 とと

もに 自らの政治的立場 を固めるた めの ものであった ことを挙 げた。ただ し、会場 か らは

地域差 を考慮すべ きではないか、 といった疑問 も呈せ られ 、筆者 も唐一代 をひ としなみ

に扱 う分析には問題 があるので はないか と感 じた。

【関野貞 関係者 の資料 と現状 】

会議 の後半は関野貞に関係す る研究者の所持 していた資料 の現状 について五人 が報告

した。

20世 紀初頭 か ら1945年8月 のアジア ・太平洋戦争 の終結まで に、数多 くの 日本人研

究者 が東 アジア各地の調査 に赴 く。そ うしたなかで現在 の中国研究者 に よって最 も利用

され る頻度 が高 いのは、関野貞 ・常盤大定 『支那文化史蹟』(法 蔵館、1939-1941年)

であろ う。今 回の会議 では、この 『支那文化史蹟』に関連す る資料 の現況が紹介 され た。

まず は関野貞 の略歴 を紹介 してお く。 関野貞(1867-1935)は 帝国大学工部大学造家

学科(の ちの東京 大学工学部建築学科)を 卒業 し、内務省技 師、奈 良県技師、東京 帝国

大学工科大学助教授 を経 て、教授 に就任す る。東 大 を退 官 したのち、東方文化学院東京

研究所 の研究員 とな る。 日本 ・中国 ・朝鮮の古建 築史 を専門 とし、数多 くの研究業績 を

残 した1。

渡辺健哉(東 北大学文学研 究科)「常盤i大定関連資料 にっいて」=常盤 大定(1870-1945)

は東京帝 国大学文科大学哲 学科 を卒業 し、真宗大学(の ちの大谷 大学、 当時 は東京 にあ

った)教 授、東京帝国大学文科大学印度哲学科講師 を経て、教授 に就任す る。東大 を退

官 したのち、 関野 と同 じく東方文化学院東京研究所の研 究員 とな る。真宗大谷派 の僧侶

としての活動 も行い、若 い ころは清沢満之 とも交流 を持ち、後年 には浅草本願寺 の輪番

を任 じられ る。専門は 中国仏教 史であるが、 とくに儒 ・仏 ・道 の三教交渉 に関す る研 究

の先駆者 であった。関野 とは 『支那佛 教史蹟』を共著 の形 で執筆 し、関野が没 したのち、

他の成果 も取 り入れて 『支那文化史蹟』 を編集 した。 ここで筆者 は宮城県仙台市の東 北

大学附属 図書館や東北福祉 大学附属 図書館等 に所蔵 されてい る常盤 が蒐集 した拓本や蔵

書等 の現況 について報告 した。

関紀子(東 京大学東洋文化研究所)「 東京 国立博物館蔵竹 島卓一 中国史跡 写真 にっ い

て」:竹 島卓一(1901-1992)は 東京帝国大学工学部建築学科 を卒業 のの ち、東方文化 学

院東京研究所 の助手 に任 じられた。 そののち名古屋 高等工業学校 を経 て、名古屋工業大

1関 野の業績の全貌 は藤井恵介(他)〔 編〕『関野貞アジア踏査』(東 京大学総合研究博物館、2005年)

に詳 しい。
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学教授 に就任す る。専 門は中国建築史。主著に 『営造法式の研究1・2・3』(中 央公論美

術 出版社 、1970-1972年)が あ る。東方文化学院在籍 時の成果 として、関野 との共著 『熱

河1・2・3・4』(座 右宝刊行会、1934年)が あ り、単著 として 『遼金 時代 ノ建築 ト其仏

像 』(東 方文化 学院東京研究所、1935年)が ある。 関野の中国調査 には助手 として同行

し、関野逝去後 も引 き続 き現地調査 を行 った。今回紹介 された写真 は、竹 島の令嬢で あ

る池 内節子氏が竹島逝去後 に独力 で整理 を行い、2012年 になって東京 国立博物館 へ寄贈

したものである。なかには調査 時のスナ ップ写真 も含 まれてお り、そ こか ら当時 の調査

方法 な ども窺 うことができる。

川又正智(国 士舘 大学文学部)「 国士舘大学 にお ける竹 島卓一」:竹 島は名古屋工業大

学 を定年で退職 したのち、1965年 度か ら1976年 度 まで非 常勤講師 として 国士舘 大学で

教育 にあた った。 ここでは、学生 に対 して熱 心な指導 をす る竹 島の一面 を窺 わせ るノー

トや 、学生 を引率 して奈 良を訪れた際のスナ ップ写真 な ども紹介 された。

日比佳代子(明 治大学博物館)「 明治 大学博物館所蔵 『島 田正郎教授寄贈 フィル ム』に

っいて」:島 田正郎(1915-2009)は 東京帝 国大学文学部東洋史学科 を卒業 し、北京 に留

学 したの ちに、東方文化 学院の研究員 に任 じられてい る。専門は北アジア ・東洋 法制 史。

東京大学での同期 に前 田直典、 田坂興道 、そ して関野の子息 である関野雄がいた。のち

に 『支那文化 史蹟』 は満洲 ・内モ ンゴル の古写真 を増補 して 『中国文化史蹟』 として再

刊 され るが2、 島 田はその際 に中心的役割 を担 った。 日比氏 によると、2011年 に岡野誠

教授(明 治大学法学部)よ り、殺 ボール5箱 分 に納 め られたス ライ ドと戦前のネ ガフィ

ル ムの寄贈 を受 け、現在その写真 を整理 してい る とい う。

飯塚彬(法 政 大学大学院人文科学研 究科)「早崎梗吉資料 について」:早崎(1874-1956)

は岡倉天心の門弟 として岡倉の調 査に同行 し、写真撮影 を行 った。報告で は茨城 県天 心

記念五浦美術館 に保存 されてい る早崎 日記 と早崎 関係資料 が紹介 された。関野 との関係

でい うと、関野 の長安調査 において早崎 と連絡 を取 っていた こ と、そ してな によ り 『支

那仏教史蹟』 には早崎 が所有 してい るもの と同 じ写真 が利用 されてい ることか ら、密接

な関係 があった と考 え られてい る3。

すべての報告 が終 了 したのち、前述 した池 内節子氏 が参加 されていたので、参会者 に

向けて挨拶 を行 った。現在、池内氏は竹 島の写真 と同 じ構図の写真 を撮影す べ く、中国

へ阿南 ヴァー ジニア史代氏 とともに調査 に赴かれてい るそ うであ る。

最後に天津大学 の青木信夫教授 より閉会 の辞が述べ られた。

以上の報告 を聞いて、『支那文化史蹟』に掲載 されてい る写真 は、関野 ・常盤 によって

2『 支那仏教史蹟』か ら 『支那文化史蹟』を経て 『中国文化史蹟』に至る経緯や、常盤 自身の調査に

ついては、別稿で詳 しく論 じる予定にしてい る。

3大 西純子 「中国旅行の 日記 について」(関 野貞研究会 〔編〕『関野貞 日記』(中 央公論美術出版、2009

年所収)、 東京国立博物館 〔編〕『清朝末期の光景一一小川一眞 ・早崎梗吉 ・関野貞が撮影 した中国写

真』(東 京国立博物館、2010年)、 塩沢裕仁 「関野貞中国調査写真資料に触れて」(平 勢隆郎 ・塩沢裕

仁 〔編〕『関野貞大陸調査 と現在』(東 京大学東洋文化研究所、2012年 所収)を 参照。
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撮影 された ものだけではな く、それ以前 に撮影 され た写真 も含まれてい ることを改 めて

理解 した4。そ うした意 味で 『支那文化 史蹟』はそれ までの 日本人に よる中国調査の、い

わば集大成的な ものであった と位 置づけ ることができよ う。今回 の会議 に よ り、『支那文

化 史蹟』 に収敏 されてい く状況 の一端が明 らかになったので、紹介 された写真 の整理 と

それ を利用 した研 究が進 む ことによ り、戦前の中国調査 にお ける東方文化学院東京研究

所の果 た した役 割が明確 になるこ とは疑いない。

二 古写真 の魅力 、な らび に保全の緊急性

20世 紀初頭の国内外 の調査 において、写真機 が利用 され た ことは画期的 なことであっ

た。中国に関 してい うと、我が国におけ る東洋史学 のパイオニア も貴重な写真 を残 した。

『満 洲写真帖』は、明治38年(1905)に 中国東 北部 を撮影 した もので、内藤虎次郎 に

よって編集 されてい る5。桑原 騰蔵 『考史遊記』に収録 され る写真 も明治40年 か ら二年

間にわたる調査の記録 であ る6。おそ らく関野や常盤 等が調査 に赴 いた1920年 代 であっ

て も中国大陸でのカ メラの普及 率は低調 だった と考 え られ るた め、そ こで撮影 された写

真 は後世 の研究者 に貴重な情報 を提供 して くれ る。本会議 の内容 にひきつけれ ば、関野

と常盤 の関心が建築 と仏教 といった形 で住み分 け られたた め、 と りわけ多種多様 な写真

が残 された。都城 の風景、寺院建築 、そ して仏像、石窟、造像銘 な ど、それ ぞれ の 目的

に沿った形 で撮影や資料収集 がな され た結果 、バ ラエテ ィに富んだ資料 が残 され るこ と

になったのである。 これまで も写真 の出版 な どは行 われて きたが、今 回の会議 をきっか

け として、関野 と常盤 さらには竹 島や 島 田による戦前 の中国調査の実態が よ り明 らかに

なることに より、 これまで とは次のステ ップに進んでい くのではないか と期待 され る。

では、 こ うした現代 に残 された写真 は我 々の研究 に どの よ うに活用す ることができる

のであろ うか。以下 に思いつ くままにあげてい く。

真 っ先に考えるこ とは現状 との比較 と思われ る。すで に平勢隆郎氏 と塩 沢裕仁氏 が共

同で着手 し始 め、その成果の一端 をweb上 で公 開 している7。 古写真 はいまか ら約100

4写 真 の撮影 に携わった人々については、前註塩沢裕仁 「関野貞中国調査写真資料に触れて」、塩沢裕

仁 ・平勢隆郎 「関野貞の 『支那歴代帝陵の研究』を支えた人々一一竹島卓一 ・荒木清三 ・岩 田秀則」

(『法政史学』79、2013年)を 参照。

5『 満洲写真帖』 は明治41年 に東陽堂から出版 され、のちに 『内藤湖南全集(6)』(筑 摩書房、1972

年)に 収録 されている。

6『 考史遊記』は桑原没後の昭和17年(1942)に 弘文堂から公刊 されたが、その際に写真が収録 され

た。本書には霊巌寺や元の上都の写真が挿入 されている。『桑原 騰蔵全集(5)』(岩 波書店、1968年)

に収録 されている。のちに岩波文庫の一冊 として刊行 された際には、全集版か ら割愛 された索引が復

活 している(岩 波書店、2001年)。

7東 京大学東洋文化研究所のサイ トより 「データベース」→ 「関野貞大陸調査 と現在」→ 「関野貞大

陸調査」 を参照。なお、平勢隆郎 「関野貞大陸調査 と古写真」(『明 日の東洋学(東 京大学東洋文化研
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年近 く前の風景 を撮影 してい るた めに、現状 と比較す ると、まった く異 なる景色 になっ

てい る。そ うした現状 との比較 を積 み重ねなが ら、次 に我 々の研究 に生か してい く方法

を模索す る必要があろ う。 なお、 この ことは遺跡 の保全 にも関わって くることはい うま

でもない。

次に石碑 の写真 か らは、石碑 の立っていた周 囲の環境や大 きさを確認 でき る。周 囲の

環境については、石碑 を どの よ うな形 で見せ たいのか、立碑者 の意識 まで我々に想像 さ

せ る8。ま して当該 の石碑が時間の経過 に伴 って博物館等 に収蔵 され た場合 にあって は言

うまで もない。 さらに石碑や石像 、そ して塔 の写真 には人物が写 り込んでい る場合 が多

い。 これ は単なるスナ ップ としてではな く、人 間をスケール代わ りに見立て る意 図もあ

った と想像 され る。【図1】 には常盤 大定 自身が写っている。 また、 【図2】 を見 るこ と

で石碑 の巨大 さを実感 で きる。 さらに写真 を丁寧 に見てい くと、 当時の調査風景 まで窺

い知れ る点 も興味深い。例 えば、【図3】 は雲 門山の遠景で あるが、左 図を拡大 した右 図

(第一籠)を 見 る と、採拓 している人 間 と仏像 に向か って調査 を行 っている人 間の姿が

はっき りと確認 で きる。 このよ うに、写真 か ら明 らかになる ことは数多い。

加 えて、彼 らの几帳面 さが古写真 の史料的価値 を大いに高めている。つ ま り、他の記

録 と突 き合 わせ ることで写真 の撮影時期が判明す る。た とえば、常盤 の調査記録 は、常

盤大定 『支那佛蹟躇査一 古 賢の跡へ』、同 『支那佛教史蹟』、同 『支那佛教史蹟記念集』、

以上 をま とめた同 『支那佛教史蹟踏査記』 として 出版 され ている9。 これ らと写真 とを照

合す るこ とによ り撮影 時期 を細か く特定す ることが可能 になる。

ただ一方で急務 ともいえるのが、 こ うした写真 資料 の保全 である。写真 を撮影 した当

時には想定 さえ しなかった事態、すなわ ち写真 の経年劣化 がす でに始 まってい る。写真

を焼 き付 けた印画紙 も経年 によって劣化 す る し、その原板 ともなるフィル ムやガ ラス乾

板 にいた るや、す でに耐用年数が近づ きつつ あるといって よい。 当然、温度 ・湿度が一

定に管理 された最適 の保存方法が施 されていれば、一定程度 の維持 は可能で あろ うが、

それ でもいずれ限界 はお とずれ る。そ もそ もガ ラス乾板 にいたっては物理的 な破壊 を う

けて しまえば、一瞬の うちに消滅 して しま う。想像 もつかない時 間や経費 も必要になっ

究所附属東洋学研究情報セ ンター報)』30、2013年)で は、ガラス乾板や フィルムといったいわゆる

原板の所在 が大陸調査にどのように絡むのか、また写真の版権問題 にまで触れている。古写真の版権

についても、今後は注意 していかなければな らないであろう。 なおこの文章では、古写真の学問的位

置づ けについても的確 に述べ られている。本稿 と併せて参照 されたい。

8こ うした石碑その ものについて、舩田善之氏が 「石刻の構造 ・大小をめぐる問題」「石刻の配置をめ

ぐる問題」 とい う興味深い二つの問題を設定 し、写真 とともに論 じている。舩田善之 「石刻史料が拓

くモ ンゴル帝国史研究一一華北地域を中心 として」(吉田順一 〔監修〕・早稲 田大学モンゴル研究所 〔編〕

『モ ンゴル史研究一一現状 と展望』明石書店、2011年 所収)を 参照。

9常 盤大定 『支那佛蹟踏査一一古賢の跡へ』(金 尾文淵堂、1921年)、 同 『支那佛教史蹟』(同 、1923

年)、同 『支那佛教史蹟記念集』(佛教史蹟研究会、1931年)、 同 『支那佛教史蹟踏査記』(龍吟社 、1938

年)を 参照。
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て くるた め、ただちに解決 できる問題ではないが、写真 に関す る専 門家 の協力 を仰 ぎな

が ら、資料の保 全は緊急 に進 めていかな ければな らない。

おわ りに

以上、学会 の参加記 ととりとめのない感想 を記 して しま った。読者 の所属す る機 関(大

学、図書館等)に も古写真 が所蔵 され てい るか も しれ ない。 それ らはいずれ耐用年数 を

迎 えるため、歴史的記録 と して保存す る以上、何 らか の対策 を緊急に考慮す る必要があ

る点だ けは再び注意 を喚起 しておきたい。

最後 に会場 の雰 囲気 を述べてお く。 当 日は国内外 の研究者のみな らず 一般 の参加 者が

多数参加 され ていた。 当然、世界遺産であ る龍 門石窟へ の関心か らで あろ うが、古写真

へ の反応 の高 さもまた報告 を しなが ら実感 した。今後、 こ うした古写真 への関心 が広 く

高 まることを期待 したい。

〔付記〕

本会議で報告す るにあた り、大会事務 を取 り仕切 られ た塩沢裕仁先生 には とて もお世

話 になった。また平勢 隆郎先生 には東洋 文化研究所 に保存 されてい る写真 資料 を 自ら案

内 していただいた。 以上 に加 え本稿 を草す るにあたって もご意見 を頂戴 した。末尾 なが

らお二人 の先生には心か ら御礼 申 し上げたい。

(わたなべ けんや、東 北大学)
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